
【中学校 第２学年】 

 

平均正答率（％） 

教科 目標値 香取市平均 全国平均 

国語 ６３．０ ６７．０ ６４．０ 

社会 ５０．７ ５１．２ ５０．０ 

数学 ６０．９ ５７．８ ６０．１ 

理科 ５６．１ ５８．８ ５６．１ 

英語 ５２．１ ５４．５ ５３．２ 

目標値…学習指導要領の内容を平均的な配当時間で指導した場合に，生徒が正答できるこ

とを期待した割合を示したもの。 

［全体的な傾向］ 

 

 

 

 

 

中学校の教科ごとの傾向 

【国語】 

※グラフは全国平均を５０として，香取市の平均正答率を相対的に表したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科別に市平均正答率と全国平均正答率（以下，全国平均）を比較すると，

国語，社会，理科，英語は，今年度も継続して上回っている。数学は，今年

度は全国平均を下回る結果となった。 

「基礎」「活用」ともに全国平均を上回る結果であった。また，「読む能力」が全国平

均を上回り，特に文学作品の登場人物の心情や関係性等を読み取る内容で正答率が高く

成果が見られた。 



【社会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【数学】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「基礎」「活用」ともに全国平均を上回る結果であった。また，「社会的事象について

の知識・理解」で全国平均を上回り，特に日本の地域構成を問う内容で正答率が高く成

果が見られた。「資料活用の技能」では，特に農作物の生産について『資料を基に把握

すること』に課題が見られた。そこで，土地の条件による影響や促成栽培による出荷時

期についても触れて理解を深められるように工夫をする必要がある。 

「基礎」「活用」ともに全国平均を下回る結果であり，特に「活用」は継続した課題

である。活用問題では，特に『1 次関数のグラフの交点の座標が意味するものを説明す

る』問題で課題が見られた。そこで，数量の変化や対応を調べる場面を設定して，グラ

フ上の特定の点の意味を踏まえて説明したりする機会等を増やすなど，具体的な事象と

グラフを関連付けて捉えることができるように学習活動を工夫する必要がある。 



【理科】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【英語】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「基礎」「活用」ともに全国平均を上回る結果であった。また，「自然事象についての

知識・理解」が全国平均を上回り，特に『生物と細胞』に関する知識を問う内容の正答

率が高く成果が見られた。「観察・実験の技能」は全国平均と同程度だが，回路を回路

図に表すことに問題が見られた。そこで，電気用図記号を用いることの便利さを理解さ

せるとともに，電源の＋－や電流計などを書く際に繰り返し確認するとよい。 

「基礎」は全国平均と同程度，「活用」は全国平均を上回る結果であった。また，「外

国語表現の能力」が全国平均を上回り，英作文を書くことに成果が見られた。「言語や

文化についての知識・理解」は全国平均と同程度だが，語形・語法を理解すること（動

名詞）に課題が見られた。そこで，動名詞を後ろにとる基本的な動詞を整理し，定着を

図るために，これらを活用する自己表現活動などを工夫する必要がある。 


